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ビスである。専用の QR コードを GO-JEK のアプ
リケーションから読み取ることで GO-PAYの残額
より BAZNASへザカートを簡単に送金することが
可能だ（http://pusat.baznas.go.id/berita-utama/baznas-dan-
go-pay-luncurkan-sedekah-kode-qr/）。 
これ以外にも、GO-JEKのサービスのひとつであ
る、映画やイベントなどのチケット手配サービス、
GO-TIK を使って様々な慈善活動に寄付を行うこ
とができる。NGO団体「ザカートの家」（RUMAH 
ZAKAT）やユニセフなどと提携したこのサービス
では、各活動とそれに対する寄付金額が設定されて
おり、それらを購入することで当該団体の活動を支
援する、という仕組みになっている。 
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寄付関連のGO-TIKコンテンツが並ぶ。 
 
 
断食明けの食事（イフタール）を配る活動への寄付。 
一口 35,000ルピアから。 
 
日本のお年玉と同じように、インドネシア人にも
レバランで故郷へ帰省した際に子どもたちへお金を
渡す習慣がある。この習慣を含め、レバランは物入
りなことが多い時期となることから、インドネシア
ではレバラン前にTHR（Tunjangan Hari Raya）と
呼ばれるボーナスを勤め先が支給することが法律上
定められている。この THR がインドネシア版お年
玉の主たる資金源となるのだが、これを先述の電子
マネー、GO-PAYで渡してしまおう、というキャン
ペーンが行われていた。従来、大人たちはレバラン
前に銀行へ赴き、お年玉用に現金を少額の、さらに
きれいな紙幣に変えて用意しておかなければならな
い。こうした煩わしさがなくなる、というのがこの
キャンペーンのうたい文句である。 
 
 
THRを GO-PAYで送りましょうと宣伝する広告
(https://www.go-jek.com/blog/kirim-thr-cara-baru-pakai-go-pay/）。 
 
おわりに 
 
今回紹介した各サービスは、世界的には必ずしも
真新しいものではないだろう。中国のお年玉、紅包
でも電子マネーが流通しているし、ザカートに関し
て言えば、今やインターネットバンキングでの支払
いが可能な時代だ。ただ、驚きなのはバイクタクシ
ーの配車サービスから始まった GO-JEK が、イン
ドネシア人の生活ニーズに合わせて新たなサービ
スを次々と展開していくその身軽さである。 
筆者はまだ現金・手渡しが根強い日本から来たせ
いか、GO-PAY を利用したお年玉に幾ばくかの味
気無さを感じてしまったが、こうしたかたちもいつ
か当たり前になるのかもしれない。■ 
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